

































および PLLA における z—平均二乗回転半径の分子量依存性は， 3 つの分子鎖パラメ ータ （が ， ML, B)を
用いて円筒みみず鎖モデルで定量表現できることを示している。また， HFIP中における PGA鎖と
PLLA鎖の 1ユニットあたりの長さは等し<,THF中のPDLAの値に比べてはるかに小さいことを示
し， HFIP中でPGA鎖と PLLA鎖はTHF中のPDLA鎖よりも緩いらせん構造をとった剛直な高分子
であることを明らかとしている。
第六章では，本研究の総括および今後の展望について論じている。
